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史
書
・
日
記
に
見
る
晴
明

竹
村
信
治

書

　

は

　

じ

　

め

　

に

あ
る
人
物
の
実
像
と
い
っ
た
も
の
は
、
当
の
本
人
も
ふ
く
め
て
だ
れ

に
も
い
い
あ
て
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
〝
実
像
″
と
い
う
概
念
自
体
が

胡
散
臭
い
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
同
時
代
の
記
録
や
史
書
類
と
い
え
ど

も
、
そ
れ
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
説
話
類
が
描
き
だ
す
晴
明
と
同
様
、

所
詮
は
発
話
者
の
眼
差
し
の
も
と
で
発
現
し
た
晴
明
像
で
し
か
な
い

(
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
「
発
現
し
た
晴
明
像
」
も
記
録
類
読
者
の
眼
差
し
の
も
.

と
で
発
現
し
た
そ
れ
で
し
か
な
い
)
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
限
界
を
念
頭

に
お
い
て
暗
明
の
名
を
兄
い
だ
す
諸
資
料
を
点
検
し
っ
つ
、
彼
の
閲
歴

の
確
認
、
彼
に
向
け
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
眼
差
し
、
そ
れ
ら
に
と
り
ま

か
れ
て
い
る
彼
の
姿
な
ど
を
迫
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
か
か
る
点
検

は
お
の
ず
か
ら
生
存
中
の
晴
明
の
位
置
、
ひ
い
て
は
陰
陽
師
の
同
時
代

的
位
相
の
い
く
ぱ
く
か
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
請
書
所
伝
の
晴
明
説
話
と
記
録
類
と
を
勘
案
、
接
合
し
な
が

ら
統
一
的
な
晴
明
像
を
描
き
だ
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
近
世
以
降
数
多

く
あ
り
、
近
年
の
論
考
に
も
村
山
修
一
氏
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』

(
第
2
4
節
、
一
九
八
一
)
、
志
村
有
弘
『
平
安
京
の
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
陰
陽

師
安
倍
晴
明
』
(
一
九
九
毛
後
、
角
川
文
庫
八
一
九
九
書
に
収
録
)
な
ど
が
あ
る

こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

■
　
閲
　
　
歴

後
代
、
「
元
父
母
、
蓋
化
生
者
也
」
　
(
『
臥
雲
日
件
録
』
坤
)
、
母
は
「
人

間
ニ
ア
ラ
ズ
」
「
信
太
森
ノ
社
」
　
の
「
老
狐
」
=
「
コ
ノ
神
ノ
化
身
」



(
『
月
刈
羨
集
』
中
)
、
出
身
も
「
天
王
寺
」
　
(
『
臥
雲
日
件
録
』
)
、
「
阿
倍

野
」
(
安
倍
晴
明
神
社
所
伝
)
あ
る
い
は
「
讃
岐
国
」
(
『
空
華
日
用
工
夫

集
』
)
と
諸
説
紛
々
、
ま
た
、
前
生
は
「
無
止
大
峯
之
行
人
」
で
現
世

で
も
「
那
智
千
日
之
行
人
」
(
『
古
事
談
』
六
g
だ
っ
た
、
「
大
舎
人
」

(
『
続
古
事
談
』
五
1
3
)
だ
っ
た
と
い
い
、
陰
陽
道
と
の
出
会
い
も
「
正

光
」
　
の
面
相
(
同
上
)
、
「
一
人
老
人
」
　
の
夢
告
(
『
月
刈
藻
集
』
中
)
が

契
機
で
、
賀
茂
忠
行
(
『
今
昔
物
語
集
』
二
四
1
6
)
も
し
く
は
保
意
(
『
続

古
事
談
』
)
　
へ
の
師
事
も
私
的
な
も
の
だ
っ
た
と
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
る

晴
明
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
『
竹
取
物
語
』
「
阿
部
御
主
人
」
の

モ
デ
ル
か
と
い
う
「
右
大
臣
御
主
人
」
　
の
七
世
の
孫
・
「
大
膳
大
夫
益

材
」
　
の
息
。
陰
陽
寮
の
「
天
文
得
業
生
」
を
へ
て
「
天
文
博
士
」
と
な

り
、
「
(
陰
陽
寮
)
権
少
属
」
「
主
計
権
助
」
「
左
京
権
大
夫
」
「
穀
倉
院
別

当
」
「
大
膳
大
夫
」
を
歴
任
し
て
最
終
位
階
は
従
四
位
下
、
八
五
歳
で

没
し
た
「
陰
陽
師
」
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
は
次
の
諸
資
料

に
確
か
め
ら
れ
る
(
○
印
は
晴
明
官
位
関
連
記
事
、
※
印
は
当
該
官
位
等
参

考
資
料
、
▽
は
晴
明
当
該
期
関
連
薯
呵
年
記
略
記
部
分
は
上
か
ら
年
月
日
)
。

①
　
天
文
得
業
生
=
天
徳
4
(
突
○
)
年
9
月
　
　
　
　
　
　
4
0
歳

(
晴
明
申
云
「
…
:
去
天
徳
内
裏
焼
亡
之
日
、
皆
悉
焼
損
。
喝

[
『
朝
野
群
載
』
一
五
陰
陽
道
「
陰
陽
得
業
生
補
任
官
符
」
(
康
和
4
8
7
)
]

▽
天
文
奏
=
暗
明
令
奏
密
奏
日
、
鎮
星
、
犯
鬼
第
四
星
云
々
。
[
『
親

信
卿
記
』
天
延
2
(
九
七
四
)
1
2
3
条
へ
『
大
日
本
史
料
』
同
日
条
所
引
)
]

※
前
天
文
得
業
生
正
六
位
上
惟
宗
朝
臣
忠
盛
。
/
右
忠
盛
成
業
之

後
、
勤
労
久
横
。
仇
以
忠
盛
申
請
陰
陽
師
貞
義
転
任
少
属
之
替
。

[
『
朝
野
群
載
』
一
五
陰
陽
道
「
陰
陽
寮
拝
任
官
人
品
官
等
連
奏
」
(
康
和

2
1
2
1
)
]

②
　
陰
陽
博
士
=
貞
元
3
(
九
宍
)
年
7
月
2
4
日
　
　
　
　
　
5
8
歳

為
天
文
得
業
生
之
時
、
奉
宣
旨
、
進
勘
文
、
所
令
作
也
。
[
『
蔵
人

信
経
私
記
』
長
徳
3
5
2
4
条
(
『
中
右
記
』
車
見
治
8
1
1
2
条
所
引
)
]

※
応
以
学
生
正
六
位
上
菅
野
朝
臣
為
替
補
任
陰
陽
得
業
生
事
。

雷
震
。
陰
陽
博
士
出
雲
清
明
宅
、
致
破
損
。
[
『
日
本
紀
略
』
同
日

条
]

▽
参
内
。
令
勘
申
譲
位
・
立
太
子
目
時
等
。
遺
光
・
晴
明
等
勘
申
。

来
月
十
六
日
突
巳
。
…
…
(
東
宮
)
被
奏
云
、
来
月
十
六
日
重
日

也
。
巳
勘
譲
位
十
代
、
更
無
重
日
例
。
陰
陽
家
所
申
甚
不
当
也
。

可
被
改
勘
敗
者
。
[
『
小
右
記
』
永
観
2
(
九
八
四
)
7
2
7
条
(
『
園
太
暦
』

文
和
1
8
2
条
所
引
)
]

※
親
宗
謹
検
案
内
、
天
文
博
士
有
閑
之
時
、
得
業
生
中
、
以
堪
其
器

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

之
輩
、
被
抽
任
者
、
例
也
。
[
『
朝
野
群
載
』
一
五
天
文
道
「
安
倍
親

宗
天
文
遺
博
士
申
文
」
(
嘉
保
2
1
2
2
)
「
請
殊
蒙
天
恩
、
困
准
先
例
、
以

天
文
得
業
生
正
六
位
上
惟
宗
朝
臣
忠
昭
拝
任
博
士
閲
状
」
]

③
　
天
文
博
士
正
五
位
下
=
寛
和
2
(
九
八
六
)
年
2
月
1
6
日
　
6
6
歳

55　史書・日記に見る晴明



今
日
未
点
怪
立
。
官
正
庁
東
第
二
間
庇
内
、
有
蛇
也
。
天
文
博
士

正
五
位
下
安
倍
朝
臣
晴
明
占
云
、
非
盗
兵
事
。
就
官
事
、
有
遠
行

者
欺
。
期
怪
日
以
後
三
十
日
内
、
及
来
四
月
七
月
明
年
四
月
節
中

並
庚
辛
目
也
。
於
怪
所
、
修
撰
法
、
無
其
答
乎
。
丑
末
辰
年
人
。

[
『
本
朝
世
紀
』
一
〇
、
同
日
条
]
)

▽
安
倍
暗
明
是
時
人
也
。
掌
天
文
暦
数
事
。
昔
者
一
家
兼
両
道
。
而

賀
茂
保
憲
、
以
暦
遺
伝
其
子
光
栄
、
以
天
文
遺
伝
弟
子
晴
明
。
自

此
巳
後
、
両
道
相
分
。
[
『
帝
王
編
年
記
』
一
七
・
一
条
‥
水
延
1

(
九
八
七
)
]

長
徳
1
(
九
九
五
)
1
0
1
7
条
]

マ
マ

⑥
　
正
六
位
上
行
主
計
権
助
=
長
徳
1
(
九
豊
)
年
8
月
1
日
　
7
5
歳

56

④
　
正
五
位
上
=
正
暦
4
(
九
九
三
)
2
月
3
日
　
　
　
　
　
　
7
3
歳

晴
明
朝
臣
来
、
触
加
級
之
由
。
令
間
案
内
、
答
云
、
主
上
俄
有
御

正
六
位
上
行
主
計
権
助
晴
明
　
上
目
元
　
夜
元
[
『
朝
野
群
載
』
・

朝
儀
下
「
蔵
人
所
月
奏
」
]

⑦
　
陰
陽
師
=
長
徳
3
(
九
九
七
)
年
3
月
2
1
日
　
　
　
　
　
　
7
7
歳

又
召
矧
矧
矧
矧
明
日
捌
困
矧
、
令
勘
申
可
立
神
殿
之
日
時
了
。

[
『
蔵
人
信
墜
塾
経
同
日
条
(
『
中
右
記
』
寛
治
8
1
1
1
1
条
所
引
)
」

⑧
　
主
計
助
=
長
徳
3
(
九
九
七
)
年
5
月
2
4
日
　
　
　
　
　
　
7
7
歳

悩
。
依
仰
、
奉
仕
御
楔
、
忽
有
其
験
。
仇
加
一
階
(
正
五
位
上
)

者
。
[
『
小
右
記
』
同
日
条
]

⑤
　
前
天
文
博
士
正
五
位
上
=
正
暦
5
(
九
九
e
年
5
月
7
日
　
7
4
歳

今
月
十
五
日
、
於
八
省
大
極
殿
、
立
百
高
座
、
可
被
読
講
仁
王
経

之
事
、
是
即
Ⅱ
l
刷
天
l
刻
矧
劃
田
判
例
上
封
矧
酬
酎
矧
嘲
勘
申
、
所
被

修
也
。
[
『
本
朝
世
紀
』
一
三
、
同
日
条
]

▽
仰
云
、
昨
日
、
雷
事
可
奉
付
御
ト
之
由
、
令
仰
右
大
将
之
後
、
天

文
遺
進
変
異
勘
文
。
晴
明
朝
臣
令
申
云
、
先
々
、
進
勘
文
之
時
>

更
無
御
ト
者
。
依
此
事
停
御
卜
之
由
、
可
仰
右
大
将
。
」
[
詔
彗
巴

遣
召
主
計
助
安
倍
晴
明
、
召
間
宜
陽
殿
御
剣
等
事
。
[
『
蔵
人
信
経

私
記
』
同
日
条
(
『
中
右
訂
巴
(
寛
治
8
1
1
2
条
所
引
)
]

⑨
　
穀
倉
院
別
当
?
=
長
保
1
(
九
九
丑
年
9
月
7
日
　
　
　
7
9
歳

晴
明
朝
来
、
云
穀
倉
院
預
親
仁
死
去
替
、
年
預
補
事
。
即
以
預
辰

信
、
可
為
年
預
之
由
、
仰
了
。
[
『
権
記
』
同
日
条
]

▽
又
仰
云
、
来
廿
日
参
入
、
可
令
勘
巾
還
宮
日
時
等
。
彼
日
可
令
召

候
隙
柳
矧
珊
瑚
矧
弓
淵
矧
酬
固
。
[
冠
彗
弾
二
長
保
2
(
岩
0
0
)
8

1
8
条
]

⑩
　
従
四
位
下
=
長
保
2
(
岩
0
0
)
年
8
月
1
9
日
条



早
朝
於
宿
所
、
見
付
鼠
喰
宿
物
怪
。
卯
時
。
即
遣
間
安
四
位

許
。
々
々
推
云
、
口
舌
病
事
云
々
。
[
選
彗
腔
同
日
条
]

▽
長
保
三
年
(
閏
十
二
月
)
廿
四
日
(
故
東
三
条
院
詮
子
)
御
送
。
停

追
慣
了
。
但
有
大
祓
。
(
(
以
下
割
注
)
瑾
御
葬
送
了
、
依
近
日
被

停
欺
。
宏
散
位
従
四
位
下
安
倍
朝
臣
晴
明
来
、
僻
不
可
有
追
慨
之

由
。
私
宅
行
此
事
之
問
、
京
中
響
共
以
追
慨
。
其
事
、
宛
如
恒

例
。
晴
明
陰
陽
達
者
也
)
[
『
政
事
要
略
』
二
九
/
一
二
月
下
]

※
保
憲
朝
臣
　
天
延
二
年
十
一
月
叙
従
四
位
下
[
『
朝
野
群
載
』
一
五

暦
遺
「
暦
遺
叙
爵
請
奏
」
(
長
治
2
2
2
1
)
「
博
士
外
蒙
造
暦
宣
旨
輩
、
朔

日
天
主
預
勧
賞
例
」
]

⑪
　
大
腿
大
夫
=
長
保
4
(
一
〇
〇
二
)
年
7
月
2
7
日
　
　
　
　
　
8
2
歳

一
条
院
　
長
保
四
年
七
月
廿
七
日
、
被
行
玄
宮
北
極
御
祭
。
月
来

天
変
所
被
行
也
。
大
膳
大
夫
安
倍
朝
臣
暗
明
勤
行
之
。
[
『
日
月
多

出
例
』
「
就
天
変
御
祈
例
」
、
『
御
祭
文
故
実
抄
』
も
同
(
と
も
に
『
大
日

本
史
料
』
同
日
条
所
引
)
]

⑫
　
左
京
権
大
夫
=
長
保
4
(
〓
〇
二
)
年
1
1
月
2
8
日
　
　
　
　
8
2
歳

没
年
時
は
『
土
御
門
家
記
録
』
一
「
御
家
遺
規
則
記
」
　
(
『
大
日
本
史
料
』

所
引
)
に
よ
れ
ば
寛
弘
2
(
一
〇
〇
五
)
年
9
月
2
6
日
。
た
だ
し
、
本
『
記

録
』
　
に
は
「
天
文
博
士
、
正
三
位
、
陰
陽
頭
、
大
膳
大
夫
、
左
京
大

夫
」
「
晴
明
御
霊
社
苗
宛
。
四
十
六
年
也
。
陰
陽
頭
吾
平
卿
御
崎
乎
。
」
な

ど
確
認
で
き
な
い
注
記
も
混
じ
っ
て
い
て
、
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
か

は
不
明
。
生
存
を
確
認
で
き
る
最
終
記
録
は
『
小
右
記
』
寛
弘
2
年
3

月
8
日
条
。
同
年
1
1
月
1
5
日
の
内
裏
焼
亡
や
そ
の
折
の
神
鏡
改
鋳
勘
申

を
め
ぐ
る
諸
記
録
に
は
晴
明
の
名
を
見
な
い
。
こ
の
間
の
逝
去
と
す
れ

ば
『
土
御
門
家
記
録
』
没
年
時
記
事
に
は
ぽ
見
合
う
。

「
公
的
な
陰
陽
道
祭
祀
の
場
合
も
殆
ど
は
、
多
分
に
天
皇
の
個
人
的
信

仰
及
び
祭
祀
儀
礼
の
範
疇
に
位
置
づ
け
ら
れ
」
「
他
の
神
事
・
仏
事
に

比
べ
て
、
記
録
類
に
残
さ
れ
に
く
い
」
　
(
岡
田
荘
司
氏
「
陰
陽
道
祭
祀
の
成

立
と
展
開
」
　
(
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
5
4
、
1
9
8
4
)
と
の

指
摘
は
晴
明
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
そ
の
閲
歴
は
十
分
に
た
ど
り
が
た

ヽ
一
O

l
V

依
左
京
権
大
夫
晴
明
朝
臣
説
、
奉
大
山
府
君
幣
一
捧
紙
銭
。
為
延

年
益
算
也
。
[
『
権
記
』
同
日
条
]

▽
左
京
権
大
夫
安
倍
晴
明
[
『
権
記
』
長
保
6
(
一
〇
〇
四
)
2
2
6
条
]

77　75　74　73　66　58　40

歳歳歳歳歳歳歳

天
徳
4
(
九
六
〇
)
天
文
得
業
生
　
(
正
六
位
上
)

貞
元
3
(
九
八
七
)
陰
陽
博
士

寛
和
2
(
九
八
六
)
天
文
博
士
　
　
正
五
位
下

正
暦
4
(
九
九
三
)
　
　
　
　
　
　
正
五
位
上

正
暦
5
(
九
九
四
)
前
天
文
博
士
　
正
五
位
上

長
徳
1
(
九
九
五
)
主
計
権
助

長
徳
3
(
九
九
七
)
主
計
助

57　史書・日記に見る晴明



82　82　80　79

歳歳歳歳

長
保
1
(
九
九
九
)
穀
倉
院
別
当

長
保
2
(
一
〇
〇
〇
)

長
保
4
(
〓
〇
二
)
大
膳
大
夫

長
保
4
(
岩
〇
二
)
左
京
権
大
夫

従
四
位
下

先
の
諸
資
料
は
こ
う
し
た
諸
項
を
跡
づ
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
く

に
、
4
0
歳
以
前
の
事
績
に
つ
い
て
は
記
録
が
と
ぽ
し
い
。
こ
の
こ
と
を

ど
う
考
え
る
か
だ
が
、
資
料
伝
存
上
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
天

文
得
業
生
」
期
が
4
0
歳
と
や
や
高
齢
で
あ
る
点
(
暗
明
息
・
吉
平
は
天
暦

8
(
九
五
四
)
年
誕
生
で
正
暦
2
　
(
九
九
一
)
年
の
3
8
歳
に
は
陰
陽
博
士
、
そ
の
弟
書

昌
は
生
年
未
詳
な
が
ら
天
禄
1
(
九
七
〇
)
年
1
1
月
に
賀
茂
保
憲
の
推
挙
で
天
文
得

業
生
に
補
さ
れ
(
『
太
政
官
符
』
)
、
長
徳
4
(
九
九
八
)
年
1
0
月
頃
は
天
文
博
士

(
『
権
記
』
3
日
条
)
、
長
保
3
(
一
〇
〇
一
)
年
に
は
陰
陽
助
(
同
8
1
1
条
)
)
、
本

節
冒
頭
に
み
た
説
話
類
の
多
く
が
こ
の
空
白
期
を
伝
承
話
型
に
よ
っ
て

補
填
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
推
せ
ば
、
も
と
も
と
彼
の
前
半
生
に
は
不

明
な
点
が
あ
り
、
記
録
に
残
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
い
え
よ

う
。
そ
う
し
た
見
方
か
ら
は
、
諸
伝
承
の
う
ち
、
「
幼
ノ
時
、
賀
茂
忠

行
ト
云
ケ
ル
陰
陽
師
二
随
テ
昼
夜
二
此
遺
ヲ
習
ケ
ル
ニ
」
　
(
軍
書
物
語

集
』
二
四
1
6
)
『
続
古
事
談
』
　
に
い
う
、
は
じ
め
は
「
大
舎
人
」
で
あ
っ

た
と
の
所
伝
は
注
意
し
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
大
舎
人
」
は
大
舎
人
寮
に
属
し
「
六
位
以
下
八
位
以
上
の
嫡
子
で
、
,

年
廿
一
以
上
の
も
の
ゝ
中
か
ら
選
抜
」
さ
れ
、
「
宮
中
に
宿
直
し
て
、

警
護
駈
使
の
雑
事
を
つ
と
め
る
役
」
(
和
田
英
松
『
修
訂
・
官
職
要
解
』
)
。

陰
陽
寮
が
祭
を
奉
仕
す
る
迫
魔
の
儀
で
は
「
迫
傑
舎
人
」
と
な
り
、
な

か
で
も
「
大
舎
人
長
大
者
」
は
「
方
相
」
と
な
っ
た
(
『
西
宮
記
』
、
『
政

事
要
略
』
二
九
)
。
『
続
古
事
談
』
　
に
よ
れ
ば
、
暗
明
の
生
涯
は
、
「
大
舎

人
」
と
し
て
追
健
の
儀
に
加
わ
り
疫
鬼
駆
逐
の
役
を
演
じ
、
や
が
て
陰

陽
道
に
も
目
覚
め
、
勢
多
橋
で
正
光
の
面
相
(
「
道
ノ
達
者
ナ
ラ
ン
ズ
ル

事
」
)
を
得
て
保
意
の
も
と
に
参
じ
、
陰
陽
の
素
養
を
認
め
た
師
に
愛

さ
れ
て
斯
道
を
極
め
、
や
が
て
は
保
意
息
・
光
栄
と
『
百
家
集
』
伝
授

を
め
ぐ
っ
て
賀
茂
陰
陽
道
の
正
統
を
争
っ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

■
　
位
　
　
相

『
続
古
事
談
』
　
に
は
「
晴
明
ハ
術
法
ノ
者
ナ
リ
。
才
学
ハ
優
長
ナ
ラ
ズ

ト
ゾ
」
と
の
評
が
見
え
る
。
晴
明
を
め
ぐ
る
記
録
類
記
事
に
は
こ
の
評

と
符
合
し
そ
う
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
「
才
学
ハ
優
長
ナ
ラ

ズ
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
見
た
よ
う
に
、
『
尊
卑
分
脈
』
　
に
「
権
少
属
」

の
官
名
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
信
頼
す
べ
き
資
料
類
、
と
く
に
同
時
代

の
記
録
に
陰
陽
頭
、
陰
陽
助
を
冠
し
た
記
名
が
兄
い
だ
せ
な
い
点
が
注

目
さ
れ
る
。
晴
明
は
賀
茂
保
意
に
師
事
し
て
天
文
道
を
伝
授
さ
れ
た
と

い
う
(
③
▽
)
。
け
れ
ど
も
、
暦
道
を
継
承
し
た
保
憲
息
光
栄
が
賀
茂

陰
陽
道
の
正
統
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
大
炊
頭
任
官
除
目
記
事
に

58

「
雄
不
知
堪
否
、
依
為
一
道
之
長
、
被
任
。
」
(
『
権
謹
長
征
4
8
2
7
条
)



と
あ
る
と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
晴
明
に
助
・
頭
補

任
の
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
の
は
多
く
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
よ
う

が
、
一
方
で
、
先
例
不
勘
を
も
っ
て
東
宮
(
花
山
院
)
か
ら
「
陰
陽
家

所
申
甚
不
当
也
。
可
被
改
勘
欺
。
」
と
難
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

る
と
(
②
▽
)
、
政
務
運
行
を
め
ぐ
る
時
代
の
本
文
主
義
に
見
合
う
知

識
の
蓄
積
=
「
才
学
」
(
池
田
源
太
氏
『
奈
良
・
平
安
時
代
の
文
化
と
宗
教
』

九
「
『
本
文
』
を
権
威
と
す
る
学
問
形
態
と
有
職
故
実
」
一
九
七
七
)
)
　
の
欠
如
と

い
っ
た
事
情
も
憶
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
陰
陽
道
家
に
お
け
る
「
本
文
主

義
」
関
連
語
彙
初
例
は
「
不
可
避
院
御
衰
目
。
依
本
条
無
所
指
之
故
。
」
(
『
権

記
』
長
徳
4
1
0
1
0
条
)
で
の
光
栄
勘
中
に
見
え
る
も
の
だ
っ
た
。
山
下
克
明
氏

「
陰
陽
道
に
お
け
る
典
拠
の
考
察
」
　
(
『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
、
一
九
八
〇
)
、

参照)。次に
「
術
法
ノ
者
ナ
リ
」
　
に
つ
い
て
い
え
ば
、
右
に
か
か
わ
っ
て
、

暗
明
が
陰
陽
寮
で
は
「
陰
陽
博
士
」
も
し
く
は
「
天
文
博
士
」
　
に
任
ぜ

ら
れ
て
い
た
点
、
し
か
も
正
暦
5
年
5
月
に
は
「
前
天
文
博
士
」
と
あ

る
よ
う
に
　
(
⑤
)
、
そ
の
陰
陽
寮
も
退
い
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

陰
陽
寮
致
仕
の
こ
と
は
⑩
▽
　
「
散
位
従
四
位
下
安
倍
朝
臣
暗
明
」
に
よ

っ
て
も
証
し
う
る
し
、
「
陰
陽
寮
井
晴
明
・
光
栄
等
朝
臣
。
」
(
⑨
▽
)
、

「
陰
陽
道
博
士
井
晴
明
・
光
栄
・
奉
平
等
」
　
(
『
権
記
』
長
保
4
3
1
9
条
)

と
い
っ
た
記
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
間
、
彼
は

⑦
「
陰
陽
師
暗
明
・
光
栄
等
」
の
ご
と
く
「
陰
陽
師
」
と
呼
称
さ
れ
、

長
保
2
年
1
0
月
1
1
日
に
は
「
応
和
例
、
陰
陽
寮
供
奉
散
供
。
此
度
、
晴

.
明
以
遺
之
傑
出
者
、
供
奉
此
事
也
。
」
　
(
『
権
記
』
同
日
条
)
と
、
陰
陽
寮

官
人
を
さ
し
お
き
「
(
陰
陽
)
遺
之
傑
出
者
」
の
故
を
も
っ
て
散
供
の

供
奉
に
指
名
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
長
保
3
年
間
1
2
月
の
追

慨
は
彼
の
二
言
で
停
止
さ
れ
た
が
、
彼
自
身
は
私
宅
で
行
い
、
京
中
の

人
は
彼
に
し
た
が
っ
て
追
慨
を
執
り
行
っ
た
と
い
う
(
⑲
▽
・
『
小
右
記

目
録
』
長
保
4
1
7
条
)
。
.
そ
れ
も
こ
れ
も
す
べ
て
は
「
暗
明
陰
陽
達
者

也
」
　
の
故
の
こ
と
だ
っ
た
(
⑲
▽
)
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
陰
陽
寮
宮

人
と
し
て
の
、
も
し
く
は
主
計
助
・
穀
倉
院
別
当
・
大
膳
大
夫
・
左
京

権
大
夫
と
し
て
の
官
歴
と
は
べ
つ
に
、
「
術
法
ノ
者
」
と
し
て
世
上
に

一
定
の
地
歩
を
占
め
て
い
た
晴
明
を
考
え
さ
せ
る
。

「
大
舎
人
」
　
(
「
方
相
」
役
)
1
「
忠
行
」
　
(
冠
孟
日
』
二
四
1
6
)
「
保
憲
」

(
『
続
古
事
談
』
)
　
へ
の
師
事
1
陰
陽
寮
「
学
生
」
1
「
得
業
生
」
1

「
博
士
」
1
陰
陽
寮
致
仕
1
「
陰
陽
師
」
「
(
陰
陽
)
遺
之
傑
出
者
」

「
陰
陽
達
者
」
　
-
、
「
術
法
ノ
者
ナ
リ
、
才
学
ハ
優
長
ナ
ラ
ズ
」
と
の

評
は
、
こ
う
し
た
閲
歴
、
位
置
取
り
に
か
か
わ
っ
て
晴
明
に
差
し
向
け

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
「
術
法
ノ
者
」
た
る
暗
明
像
は
、
播
磨
の
法
師

陰
陽
師
(
智
徳
)
の
識
神
を
隠
し
た
り
草
の
葉
で
蝦
膜
を
真
平
し
た
り

自
ら
識
神
を
操
っ
た
り
し
た
と
の
話
題
と
連
携
し
て
、
い
わ
ば
外
術
を

弄
す
る
厭
術
師
と
し
て
の
晴
明
の
姿
を
想
い
描
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。

陰
陽
師
の
外
術
厭
法
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
説
話
世
界
に
あ
ふ
れ
、

記
録
類
で
も
藤
原
時
平
の
道
真
呪
認
(
安
楽
寺
託
宣
「
偽
称
勅
宣
、
召
矧

jp　史書・日記に見る暗明



陽
寮
宮
人
、
充
給
種
々
珍
宝
、
令
呪
誼
我
井
子
孫
永
絶
不
可
相
続
之
由
。
神
祭

多
送
日
月
、
皇
城
八
方
占
山
野
、
厭
術
埋
置
雑
宝
。
」
[
『
扶
桑
略
記
』
永
観
2
6

2
9
条
]
)
、
藤
原
師
輔
の
小
野
宮
実
頼
子
孫
呪
誼
(
「
我
是
九
条
丞
相
(
師

輔
)
霊
。
存
生
之
時
、
或
寄
仏
事
、
或
付
外
術
、
懇
切
致
子
孫
繁
昌
之
思
、
其

願
成
熟
。
就
中
、
小
野
宮
太
相
国
(
実
頼
)
子
族
、
可
減
之
願
、
彼
時
極
深
。

施
矧
矧
矧
、
欲
断
彼
子
孫
。
所
期
先
六
十
年
。
其
験
巳
新
。
今
依
減
他
之
思
、

受
苦
極
重
、
抜
苦
無
期
。
」
[
『
小
右
記
』
正
暦
4
閏
1
0
1
4
条
]
)
　
の
ほ
か
、
「
奏

左
大
臣
令
申
病
悩
問
、
有
尉
姐
咄
誠
覇
之
由
。
若
及
天
聴
欺
云
々
。
仰

云
、
云
々
。
事
甚
繁
砕
。
仇
不
記
。
」
(
『
権
記
』
長
保
2
5
1
1
条
)
な
ど

枚
挙
に
達
が
な
い
の
だ
か
ら
、
晴
明
に
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
と
の
性
格
上
、
な
の
だ
ろ
う
か
、
諸
日
記
・

記
録
に
は
晴
明
外
術
厭
法
行
使
の
記
事
を
兄
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
陰
陽
師
と
し
て
の
彼
が
か
か
わ
っ
た
事
績
を
整
理
し
て
示
せ
ば
次

の
よ
う
に
な
る
(
略
号
「
世
」
は
『
本
朝
世
紀
』
、
「
群
」
は
『
朝
野
群
載
』
、

「
権
」
は
『
植
記
』
、
「
小
」
は
『
小
右
記
』
、
「
関
」
は
『
御
堂
関
白
記
』
、
「
親

信
」
は
『
親
信
卿
記
』
。
な
お
、
傍
線
を
付
し
た
事
績
は
賀
茂
光
栄
な
ど
他
の
陰

陽
師
も
か
か
わ
っ
た
も
の
)
。

占
術
●
公
=
【
怪
】
正
庁
有
蛇
‥
寛
和
2
2
1
6
(
世
)
/
疫
病
‥
正
暦
5
5
7

1
7
(
権
)
、
【
行
啓
占
笠
】
大
原
野
社
‥
寛
弘
1
8
2
2
(
開
)
▼
私
=
【
怪
】

鼠
喰
宿
物
‥
長
保
2
8
1
9
(
権
)
/
多
武
峯
御
墓
鳴
‥
寛
弘
1
9
2
5 60

(
関
)
、
【
死
不
浄
】
賀
茂
詣
‥
長
保
6
6
1
8
(
関
)
、
【
占
地
】
木
幡
三
昧

堂
‥
長
保
6
2
1
9
　
(
関
)

天
文
●
公
=
【
月
奏
】
長
徳
1
8
1
(
群
)
、
【
変
異
勘
文
】
天
延
2
1
2
3
(
親

信
)
/
存
疑
具
申
‥
長
徳
1
1
0
1
7
　
(
権
)

日
時
・
方
忌
勘
申
●
公
=
【
国
家
】
内
膳
司
御
竃
神
平
野
社
殿
造
立
‥
矧
矧
引

3
2
1
(
蔵
人
信
経
私
記
(
中
右
記
所
引
)
)
/
焚
惑
星
御
祭
∵
水
延
2
8
7

(
小
)
/
防
解
火
災
御
祭
‥
長
保
1
1
1
7
(
権
)
、
【
帝
】
譲
位
・
立
太
子
‥

永
観
2
7
2
7
(
小
(
園
太
暦
所
引
)
)
/
除
錫
紆
‥
寛
和
1
5
2
9
(
小
)
/

行
幸
‥
長
徳
3
6
1
7
(
権
)
・
長
保
2
2
1
6
(
関
)
/
御
悩
御
祭
‥
長
保

1
7
1
6
(
権
)
/
御
忌
方
‥
長
保
2
8
1
9
(
権
)
、
【
后
・
女
院
】
彰
子
立

(
世
)
/
葦
甲
頻
有
火
事
‥
長
保
4
3
1
9
(
権
)
、
【
御
悩
】
帝
∵
水
延
3
1

6
(
小
)
・
長
保
1
7
1
6
(
権
)
/
一
宮
‥
長
保
5
8
2
1
{
権
)
/
太
皇
太

后
‥
長
保
2
1
2
8
(
関
)
/
中
宮
還
宮
‥
長
保
2
8
1
8
(
権
)
/
東
三
条

院
御
悩
消
除
不
動
尊
供
養
‥
長
保
3
6
2
0
(
権
)
、
【
宮
】
一
宮
始
間
食
真

菜
‥
長
保
3
6
2
0
(
権
)
▼
私
=
【
仏
教
】
作
仏
‥
長
保
6
6
2
0
(
関
)

怪
異
等
解
除
楔
・
祓
●
公
=
【
反
閉
】
帝
出
御
還
御
‥
寛
和
3
2
1
9
(
小
)
・

永
延
3
2
1
6
(
小
)
・
長
徳
3
6
2
2
　
(
椎
)
・
長
保
1
7
8
(
権
)
・
長

保
2
1
0
1
1
(
権
)
/
中
宮
大
原
野
神
社
行
啓
‥
寛
弘
2
3
8
(
小
)
、
【
御

楔
】
帝
出
御
前
∵
水
延
3
1
7
(
小
)
/
帝
御
悩
‥
正
暦
1
2
3
(
小
)

▼
私
=
【
反
閉
】
渡
二
条
‥
寛
和
3
3
2
2
(
小
)
、
【
解
除
・
祓
】
産
事

后
(
可
渡
給
他
処
)
‥
長
保
1
1
0
1
4
・
1
9
(
小
)
、
【
帝
渡
御
】
長
保
3
閏
1
2

遅
々
‥
寛
和
1
4
1
9
(
小
)
/
摂
政
河
臨
楔
∵
水
延
3
6
2
4
(
小
、
陰
陽

師
等
尽
)



祭
●
公
=
【
祭
】
莫
惑
星
御
祭
∵
水
延
2
8
1
8
(
小
、
不
奉
仕
)
/
大
山
府
君

御
祭
∵
水
延
3
2
1
1
(
小
)
/
防
解
火
災
御
祭
‥
長
保
1
1
1
7
(
権
)
/

玄
宮
北
極
祭
‥
長
保
4
7
2
7
(
日
月
多
出
例
)
/
五
龍
祭
‥
長
保
6
7
1
4

(
関
)
　
▼
私
=
【
祭
】
鬼
気
祭
∵
水
延
2
7
4
(
小
)
/
大
山
府
君
祭
‥
長

保
4
1
1
9
(
権
)
・
長
保
4
1
1
2
8
(
権
・
依
晴
明
説
)
/
為
祭
‥
矧
弧
〓

1
2
1
割
(
関
)
/
(
東
三
条
邸
)
新
宅
作
法
‥
寛
弘
2
2
1
0
(
関
)

そ
の
他
●
公
=
【
節
刀
本
形
勘
文
】
‥
天
徳
4
9
(
「
蔵
人
信
経
私
記
」
(
中
右

記
所
引
)
)
、
【
宜
陽
殿
御
剣
等
事
勘
申
】
‥
長
徳
3
5
2
4
(
「
蔵
人
信
経
私

記
」
(
中
右
記
所
引
)
)
、
【
東
三
条
院
葬
送
雑
事
勘
申
】
‥
長
保
3
閏
1
2
2
3

(
権
)
、
【
近
日
御
葬
送
、
迫
傑
停
止
僻
】
‥
長
保
3
閏
1
2
2
4
(
要
略
)
、
▼
私

=
【
庚
辰
日
奉
仕
三
宝
吉
備
大
臣
説
・
勘
文
】
‥
長
保
6
2
2
6
(
権
)

な
お
遺
漏
も
あ
ろ
う
が
、
見
ら
れ
る
と
お
り
、
そ
の
事
績
は
山
下
克

明
氏
前
掲
論
文
に
総
括
さ
れ
る
陰
陽
師
の
職
務
内
容
(
「
式
占
」
「
日
時

方
角
に
関
す
る
吉
凶
禁
忌
の
勘
申
」
「
穣
災
招
福
を
目
的
と
す
る
呪
術
・
祭
祀
の

執
行
」
)
の
範
囲
内
に
あ
り
、
仕
掛
け
た
呪
誼
外
術
の
記
録
は
な
く
、

『
枕
草
子
』
　
(
心
ゆ
く
も
の
)
に
「
も
の
よ
く
言
ふ
陰
陽
師
し
て
、
河
原

に
出
て
呪
誼
の
祓
へ
し
た
る
」
と
あ
る
仕
掛
け
ら
れ
た
厭
術
の
解
除

も
、
生
臭
そ
う
な
の
は
『
小
右
記
』
寛
和
1
年
4
月
の
実
資
妻
女
出
産

遅
々
の
祓
え
程
度
な
の
で
あ
る
(
前
掲
、
師
輔
呪
認
譚
参
照
)
。
伝
え
ら

れ
る
「
術
法
者
」
と
し
て
の
外
術
厭
法
も
し
く
は
そ
の
解
除
は
、
も
し

そ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
公
の
追
魔
を
具
申
を
も
っ
て
停
止
さ
せ
て
お
き

な
が
ら
自
ら
は
私
邸
で
そ
れ
を
行
う
ご
と
き
(
⑩
▽
)
陰
の
世
界
の
こ

と
と
し
て
あ
り
、
そ
の
陰
の
世
界
の
晴
明
を
知
り
彼
に
し
た
が
っ
て
追

健
を
行
う
ご
と
き
「
京
人
」
の
問
で
語
り
継
が
れ
、
や
が
て
文
字
化
さ

れ
た
も
の
　
(
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々
に
よ
っ
て
)
と
い
う
ほ
か

は
な
い
。
さ
て
、
こ
う
し
て
説
話
類
の
伝
承
と
摺
り
合
わ
せ
な
が
ら
見
て
く
る

と
、
「
術
法
者
」
暗
明
は
陽
と
陰
の
世
界
で
こ
れ
を
使
い
分
け
、
い
わ

ば
公
的
秩
序
の
内
外
を
自
在
に
往
還
し
、
時
に
逸
脱
も
し
く
は
超
越
し

つ
つ
　
「
遺
之
傑
出
者
」
「
陰
陽
達
者
」
　
の
世
評
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た

陰
陽
師
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
し
か
に
記
録
類
に
は
こ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
な
記
事
も
多
い
　
(
陰
陽
寮
を
退
い
た
後
も
、
「
去
三
月
以

後
、
依
疫
病
病
死
之
輩
、
不
知
幾
千
。
瑾
有
種
々
祈
活
、
似
無
其
応
。
」
と
の
事

態
に
対
し
て
「
八
省
大
極
殿
仁
王
経
読
講
」
を
勘
申
し
こ
れ
を
修
せ
し
め
た
り

(
⑤
)
、
雷
の
「
御
卜
」
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
「
天
文

遺
」
が
「
変
異
勘
文
」
を
奏
上
し
た
と
聞
く
や
「
先
々
、
進
勘
文
之
時
、
更
無

御
卜
」
と
具
申
し
て
「
御
卜
」
を
停
止
さ
せ
た
り
企
⑨
▽
)
、
か
と
思
え
ば
、

「
螢
惑
星
御
祭
」
を
奉
仕
せ
ず
「
過
状
」
を
書
か
さ
れ
た
り
(
『
小
右
記
』
永
延

2
8
1
8
)
、
道
長
東
三
条
邸
の
「
新
宅
作
法
」
を
依
頼
さ
れ
な
が
ら
当
日
遅
参
し

た
り
(
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
2
2
1
0
)
…
…
)
。

し
か
し
一
方
、
こ
れ
と
は
こ
と
な
る
相
貌
を
映
し
出
し
て
い
る
記
事

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
折
に
そ
の
報
告

(
「
触
」
)
　
の
た
め
に
実
資
邸
を
訪
れ
る
晴
明
(
④
)
、
穀
倉
院
別
当
時
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代
、
死
亡
し
た
「
年
預
」
の
「
替
」
補
任
を
申
し
請
い
に
早
朝
(
?
)

行
成
宅
に
出
か
け
る
暗
明
(
⑨
)
な
ど
が
そ
れ
。
ま
た
、
先
に
引
い
た

永
観
2
年
譲
位
・
立
太
子
日
時
勘
申
話
題
で
は
、
後
に
別
案
を
提
示
さ

れ
る
と
「
吉
日
也
」
と
す
ぐ
さ
ま
迎
合
し
て
お
り
(
②
▽
)
、
同
様
の

事
例
は
尊
子
内
親
王
亮
去
後
の
「
除
錫
貯
」
日
時
勘
申
話
題
(
『
小
右

記
』
寛
和
1
5
2
9
条
)
に
も
兄
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ら
が
伝
え
て
い
る
の
は

公
や
貴
顕
に
お
も
ね
り
追
従
す
る
小
心
翼
々
た
る
相
貌
、
も
し
く
は
そ

う
し
た
相
貌
を
も
っ
た
者
と
し
て
晴
明
を
見
る
公
家
・
貴
顕
の
眼
差
し

で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
逸
脱
」
「
超
越
」
者
の
そ
れ
、
そ
れ
へ
の
眼
差

し
で
は
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、
陰
陽
師
が
公
私
の
依
頼
に
応
じ
て

「
術
法
」
を
行
使
す
る
反
閉
や
諸
祭
、
楔
・
祓
は
、
他
方
で
は
禄
を
求

め
て
の
経
済
活
動
の
場
に
は
か
な
ら
ず
(
「
偽
称
勅
宣
、
召
陰
陽
寮
宮
人
、

充
給
種
々
珍
宝
。
」
(
前
掲
、
時
平
呪
誼
道
真
話
題
)
、
「
只
為
求
利
、
以
祭
神
、

為
事
、
帰
十
二
獣
・
三
十
六
食
、
為
所
敬
尊
。
」
(
『
東
山
往
来
』
四
一
「
不
可
成

陰
陽
師
」
)
。
ま
た
、
「
大
炊
頭
光
栄
朝
臣
奉
仕
反
閉
。
…
…
禄
物
、
白
合
掛
・
重

袴
、
頗
過
差
。
」
(
『
小
右
記
』
長
保
1
1
0
2
5
条
)
、
「
吉
平
奉
仕
反
閉
等
。
給
掛
一

重
。
」
(
『
権
記
』
寛
弘
2
8
1
3
条
)
、
「
一
宮
申
剋
可
出
河
原
給
。
…
…
御
祓
光
栄

朝
臣
奉
仕
。
了
給
禄
。
」
(
『
権
記
』
長
保
4
3
9
条
)
、
『
今
昔
物
語
集
』
一
九

3
、
な
ど
)
、
依
頼
の
多
寡
は
そ
の
ま
ま
生
活
の
如
意
不
如
意
を
左
右
す

る
。
識
神
の
で
き
る
の
は
蔀
の
上
げ
下
げ
や
門
扉
開
閉
程
度
で
あ
っ

て
、
衣
食
住
万
般
の
物
資
調
達
ま
で
う
け
お
え
る
わ
け
で
は
あ
る
ま

い
。
陰
陽
師
の
公
家
・
貴
顕
へ
の
迎
合
、
阿
訳
追
従
も
故
な
し
と
し
な

い
。か
か
る
迎
合
、
阿
訣
追
従
を
助
長
し
た
背
景
に
は
、
公
家
・
貴
顕
に

と
っ
て
の
陰
陽
師
の
位
相
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
晴
明
を
め
ぐ
っ
て
説
話

類
は
道
長
と
の
特
別
の
関
係
を
言
い
立
て
て
い
る
が
、
道
長
が
重
用
し

た
陰
陽
師
に
は
暗
明
だ
け
で
は
な
く
賀
茂
光
栄
も
い
る
(
寛
弘
1
8
1
4

条
、
同
閏
9
1
5
条
の
「
(
道
長
)
本
命
祭
」
=
属
星
祭
は
光
栄
が
執
行
。
な
お
、

一
条
帝
治
世
の
賢
臣
を
列
挙
す
る
『
続
本
朝
往
生
伝
』
1
で
は
「
陰
陽
則
賀
茂

光
栄
・
安
陪
晴
明
」
と
光
栄
の
名
が
先
に
記
さ
れ
て
い
た
)
。
『
権
記
』
『
小
右

記
』
に
は
暗
明
・
光
栄
の
ほ
か
藤
原
陳
泰
・
県
奉
平
の
名
も
多
く
出
て

い
る
し
、
た
と
え
ば
実
資
は
、
寛
和
1
年
4
月
、
妻
の
産
事
遅
々
に
よ

る
解
除
を
ま
ず
光
栄
に
依
頼
(
1
8
日
)
、
翌
1
9
日
に
暗
明
を
呼
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
は
陰
陽
師
内
で
の
競
合
関
係
(
前
掲
、
暗
明
陰
陽
事
績
一
覧

の
傍
線
部
参
照
)
を
教
え
る
が
、
周
知
の
と
お
り
、
ケ
ガ
レ
観
の
増
幅

拡
大
し
た
平
安
中
期
、
変
異
発
現
の
折
々
に
は
各
所
か
ら
勘
申
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
よ
り
広
範
な
競
合
が
出
来
し
て
い
る
。

「
そ
の
年
、
お
は
か
た
世
の
中
騒
が
し
く
て
、
公
ざ
ま
に
物
の
さ
と
し

し
げ
く
、
の
ど
か
な
ら
で
、
天
つ
空
に
も
例
に
遠
へ
る
月
日
星
の
光
見

.
1
.
.
1
　
　
-
　
　
D

え
、
雲
の
た
た
ず
ま
ひ
あ
り
と
の
み
世
の
驚
く
こ
と
多
く
て
、
道
々
の

k
b
T
ト
い
臣
l
l
l
l
l

勘
文
ど
も
奉
れ
る
に
も
、
あ
や
し
う
世
に
な
べ
て
な
ら
ぬ
こ
と
ど
も
ま

じ
り
た
り
」
　
(
『
源
氏
物
童
巴
薄
雲
巻
)
、
「
道
々
の
勘
文
ど
も
」
は
、
具
体

的
に
は
「
召
左
大
弁
行
成
朝
臣
、
令
読
勘
文
。
従
御
簾
前
、
着
円
座
、

賜
勘
文
。
大
弁
対
御
簾
、
読
之
。
先
紀
伝
、
次
明
経
、
次
明
法
、
次
陰
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陽
遺
。
読
了
、
害
授
余
、
着
本
座
。
余
仰
諸
卿
云
、
笥
瑚
馴
如
此
。

定
申
者
。
」
(
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
3
7
3
条
)
の
ご
と
さ
も
の
。
こ
れ
に

神
祇
官
、
南
都
北
嶺
等
寺
院
か
ら
の
亀
卜
・
託
宣
や
夢
告
・
霊
験
の
上

申
が
加
わ
る
。
公
家
・
貴
顕
に
と
っ
て
陰
陽
師
は
こ
れ
ら
「
道
々
の
勘

文
」
や
上
申
の
一
つ
を
に
な
う
一
情
報
源
で
し
か
な
い
　
(
こ
の
陰
陽
師

の
位
置
は
、
晴
明
の
死
が
『
御
堂
関
白
記
』
『
小
右
記
』
『
権
記
』
の
い
ず
れ
に

も
記
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
)
。
そ
う
し

た
状
況
の
な
か
で
陰
陽
家
は
そ
の
一
々
と
道
の
効
験
を
競
い
、
陰
陽
師

相
互
で
「
術
法
」
の
優
劣
を
せ
め
ぎ
あ
い
、
禄
を
奪
い
合
う
の
で
あ

る
。
結
果
は
次
に
お
こ
る
事
態
と
の
な
か
ば
偶
然
の
符
合
(
の
さ
せ
方
)

次
第
(
「
卜
芸
者
、
聖
人
之
業
也
。
但
近
世
元
復
任
師
、
多
不
能
中
。
」
吉
備
真

備
『
私
教
類
繋
』
(
『
要
略
』
九
五
所
引
)
)
で
、
そ
の
こ
と
は
情
報
を
収
集

す
る
側
も
提
供
す
る
側
も
承
知
の
上
の
こ
と
(
『
権
記
』
寛
弘
8
5
9
条

「
光
栄
之
占
、
如
指
掌
。
可
謂
神
也
。
」
の
ご
と
き
記
事
も
あ
る
が
、
た
と
え
ば

『
御
堂
関
白
記
』
長
保
6
7
1
4
日
条
に
は
、
「
晴
明
朝
臣
奉
仕
五
龍
祭
、
有
感
、

賜
被
物
。
」
と
右
頭
中
将
実
成
か
ら
伝
え
聞
い
た
道
長
が
、
「
早
可
賜
也
。
雷
声

小
也
。
」
と
記
し
て
い
る
)
。
し
た
が
っ
て
禄
を
競
う
陰
陽
師
の
で
き
る
こ

と
と
い
え
ば
「
も
の
よ
く
言
ふ
陰
陽
師
し
て
」
　
(
『
枕
草
子
』
)
-
、
つ
ま

り
は
公
家
・
貴
顕
(
他
者
)
　
の
了
解
納
得
の
地
平
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
自

家
の
弁
舌
=
言
説
を
弄
し
て
、
祭
文
の
文
飾
を
凝
ら
し
(
晴
明
、
長
保

4
年
7
月
2
7
日
「
玄
宮
北
極
祭
」
祭
文
(
『
謡
祭
文
故
実
抄
』
大
日
本
史
料
所

引
)
な
ど
)
、
解
釈
次
第
で
符
合
を
強
弁
で
き
る
「
推
断
」
を
提
示
す
る

(
『
世
紀
』
寛
和
2
2
1
6
条
な
ど
。
な
お
『
安
倍
泰
親
朝
臣
記
』
参
照
)
く
ら
い

の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
迎
合
、
阿
訣
追
従
の
人
・
晴
明
は
「
も
の
よ

く
言
ふ
陰
陽
師
」
で
も
あ
っ
て
、
も
っ
て
「
道
之
傑
出
者
」
「
陰
陽
達

者
」
と
評
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

■
　
言
説
創
造

こ
う
し
て
陰
陽
道
、
陰
陽
師
は
、
同
時
代
的
に
は
公
家
・
貴
顕
に
と

っ
て
一
情
報
源
に
す
ぎ
ず
、
暗
明
は
そ
の
優
秀
な
一
人
で
あ
っ
た
と
見

こ
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
う
し
た

種
々
の
情
報
(
「
道
々
勘
申
」
)
が
公
家
・
貴
顕
の
も
と
に
集
約
さ
れ
る

こ
と
で
、
彼
等
が
道
々
の
言
説
を
所
有
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
点
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
諸
言
説
が
比
較
吟
味
さ
れ
相
対
化
さ
れ
る
▼
一
方
、

そ
の
一
々
が
学
ば
れ
(
「
召
匡
衡
朝
臣
、
令
奉
仕
易
」
『
御
堂
関
自
記
』
寛
弘

8
5
2
5
条
)
、
場
に
応
じ
た
言
説
が
再
生
産
さ
れ
た
り
も
す
る
(
「
今
暁
左

府
黄
牛
逃
去
。
不
知
在
所
。
今
日
巳
剋
許
、
於
山
科
辺
尋
得
云
々
。
新
宅
黄
牛

忽
去
其
処
、
可
為
怪
乎
」
『
小
右
記
』
寛
弘
2
2
1
2
条
。
「
新
宅
」
は
同
1
0
日
、

晴
明
が
「
新
宅
作
法
」
を
奉
仕
し
た
道
長
東
三
条
邸
(
『
御
堂
関
自
記
』
)
。
「
黄

牛
」
は
陰
陽
厭
法
の
具
(
『
新
儀
式
』
四
等
参
照
)
)
。
そ
し
て
あ
る
言
説
を

主
体
化
し
(
云
「
朝
沐
浴
。
或
人
云
、
五
月
不
沐
髪
、
又
月
一
日
忌
浴
云
。
仇

見
暦
林
。
五
月
一
日
沐
髪
、
艮
。
…
…
依
有
此
等
文
、
沐
浴
也
。
」
『
権
記
』
寛

弘
6
5
1
別
記
。
「
暦
林
」
は
賀
茂
保
意
の
著
述
)
、
さ
ら
に
は
そ
の
言
説
の

発
信
主
体
(
た
と
え
ば
天
文
遺
)
に
自
ら
の
見
解
を
開
陳
し
た
り
(
「
成
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剋
、
以
奉
平
宿
称
、
令
修
泰
山
府
君
祭
。
余
出
祭
場
、
従
礼
。
去
十
六
日
、
目

鉄
人
之
問
、
其
色
如
火
。
日
出
間
、
其
色
相
同
。
乍
驚
間
道
奉
平
宿
祢
。
云
、

雲
陰
、
托
所
見
也
者
。
昨
日
月
、
又
如
一
昨
。
今
日
又
同
。
仇
垂
間
奉
平
宿
称
。

答
云
、
連
日
連
夜
有
此
事
、
誠
可
為
変
。
明
日
可
上
奏
者
。
」
『
小
右
記
』
寛
弘

2
2
1
8
条
)
、
自
ら
の
兄
い
だ
し
た
本
文
を
提
示
し
て
「
道
」
　
の
勘
文
に

疑
義
を
差
し
挟
み
反
論
す
る
(
「
左
大
臣
被
奏
、
光
栄
申
二
月
廿
八
日
庚
午
、

婆
羅
門
僧
正
云
、
子
孫
死
(
今
案
、
凡
奉
為
国
家
、
可
忌
之
)
。
春
苑
玉
成
云
、

大
凶
事
。
来
月
十
日
壬
午
可
被
修
仁
王
会
。
…
・
・
・
仰
云
、
仁
王
会
来
月
十
日
可

修
。
」
『
権
記
』
長
保
3
2
1
9
条
。
「
婆
羅
門
僧
正
」
は
菩
提
倍
那
の
こ
と
で
東
大

寺
大
仏
開
眼
導
師
、
春
苑
玉
成
は
承
和
5
(
八
三
八
)
年
の
遠
田
唐
陰
陽
師
兼
陰
陽

講
益
」
で
陰
陽
書
『
難
義
』
一
巻
の
将
来
者
)
、
そ
う
し
た
主
体
も
生
成
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
「
多
く
の
本
書
が
公
開
さ
れ
、
必
ず
し

も
、
陰
陽
師
が
排
他
的
な
権
威
を
保
持
し
得
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
」
　
(
野
田
幸
三
郎
氏
「
陰
陽
道
の
一
側
面
」
(
『
歴
史
地
理
』
八
六
1
、

完
妻
)
)
状
況
が
陰
陽
師
を
、
そ
し
て
晴
明
を
取
り
巻
い
て
い
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

問
題
は
、
そ
う
し
た
陰
陽
言
説
を
め
ぐ
る
状
況
に
陰
陽
師
た
ち
が
ど

う
向
き
合
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
だ
。
夕
焼
け
の
色
の
異
変
を
繰
り

返
し
言
い
立
て
ら
れ
て
「
誠
可
為
変
。
明
日
可
上
奏
」
と
応
じ
た
県
奉

平
の
ご
と
き
陰
陽
師
も
た
し
か
に
お
り
、
先
の
迎
合
、
阿
訣
追
従
ぶ
り

か
ら
み
て
晴
明
も
そ
の
一
斑
か
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
次
の
、

「
廿
九
日
」
が
「
遺
虚
日
」
(
外
出
を
忌
む
日
)
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る

『
小
右
記
』
の
記
事
(
長
元
3
年
9
月
1
7
日
条
)
は
、
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

抑
廿
九
日
、
関
白
日
、
遺
虚
日
、
可
忌
避
哉
否
、
有
事
次
、
可
間

下
官
者
。
余
云
、
遺
虚
日
、
必
不
可
忌
仏
事
欺
。
能
可
被
間
欺
。

弁
云
、
文
高
云
、
更
不
可
被
忌
道
虚
日
。
就
中
廿
九
日
非
道
虚

者
。
余
忘
晴
明
一
家
所
中
也
。
世
猶
知
遺
虚
。

右
は
、
暗
明
没
後
2
5
年
、
世
に
行
わ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
説
が

「
暗
明
一
家
所
申
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
教

え
る
(
晴
明
所
論
の
受
容
は
、
彼
の
著
作
『
占
事
略
決
』
の
名
を
「
世
間
流
布

太
也
」
の
注
記
と
と
も
に
記
す
『
長
秋
訂
巴
大
治
4
5
1
8
日
条
よ
っ
て
も
確
認

で
き
る
)
。

「
晴
明
一
家
所
申
」
の
文
言
に
は
、
晴
明
没
後
の
晴
明
聖
化
と
そ
の
も

と
で
の
口
伝
捏
造
と
い
っ
た
、
神
話
創
造
の
影
も
ち
ら
つ
く
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
発
話
の
背
景
に
、
晴
明
を
あ
ら
た
な
陰
陽
言

説
創
造
者
と
み
と
め
る
、
同
時
代
人
の
眼
差
し
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
認
知
に
か
か
わ
る
記
事
に
は
、
「
依
左
京
権

大
夫
晴
明
朝
臣
説
、
奉
大
山
府
君
幣
一
捧
・
紙
銭
。
為
延
年
益
算
也
。
」

(
『
楷
謹
長
保
4
年
1
1
月
2
8
日
条
)
も
あ
る
。
ま
た
、
「
庚
辰
日
奉
仕
三

宝
、
吉
備
大
臣
説
、
半
凶
者
。
仇
遣
間
左
京
権
大
夫
許
。
」
(
同
、
長
保

6
2
2
6
庚
辰
口
条
)
な
ど
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

晴
明
の
手
(
口
)
に
か
か
る
陰
陽
言
説
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
今
に
わ
か
に
明
ら
め
が
た
い
。
た
だ
、
大
陸
伝
来
の
陰
陽
書
を
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本
文
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
当
時
(
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝

字
1
1
1
9
条
は
天
文
生
・
陰
陽
生
に
講
ず
べ
き
書
籍
を
列
挙
。
そ
こ
に
も
あ
が

る
『
新
撰
陰
陽
書
』
は
『
玉
葉
』
承
安
3
1
1
3
条
に
「
当
遺
之
習
、
以
新
撰
陰

陽
書
、
為
規
模
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
詳
細
は
山
下
氏
前
掲
論
文
を
参
照
の
こ

と
)
、
右
の
ご
と
く
「
吉
備
大
臣
説
」
に
つ
い
て
の
遣
問
が
晴
明
に
む

け
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
晴
明
が
「
吉
備

大
臣
説
」
と
と
も
に
仏
教
界
の
占
術
本
文
で
あ
る
密
教
経
典
「
宿
曜

経
」
を
も
引
い
て
勘
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
(
『
覚
禅
抄
』
六
・
星
宿
法
は

応
和
1
1
0
頃
の
保
憲
・
法
蔵
「
本
命
日
」
相
論
を
「
陰
陽
・
宿
曜
二
家
諦
」
と

記
す
。
)
な
ど
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
、
吉
備
真
備
(
陰
陽
道
に
触
れ
る
と
こ

ろ
の
あ
る
『
私
教
頬
緊
』
　
の
著
者
で
、
大
陸
留
学
の
間
に
「
陰
陽
暦
遺
、
天
文

漏
刻
、
…
秘
術
雑
占
」
を
学
び
伝
え
、
彼
地
で
「
秘
術
」
を
も
っ
て
日
月
を
封

じ
た
(
『
扶
桑
略
記
』
天
平
7
4
2
6
条
)
真
備
)
を
陰
陽
「
術
法
」
　
の
祖
と

し
て
仰
ぎ
、
占
術
に
か
か
わ
る
諸
言
説
を
保
意
に
倣
っ
て
糾
合
整
理
し

た
　
(
右
の
「
本
命
日
」
相
論
で
保
憲
も
「
宿
曜
経
」
を
証
文
に
引
く
。
ま
た
、

芸
孟
日
物
語
集
』
二
四
1
6
に
は
「
晴
明
、
広
沢
ノ
寛
朝
僧
正
ト
申
ケ
ル
人
ノ
御
房

二
参
ヲ
、
物
申
シ
承
バ
リ
ケ
ル
問
」
(
『
宇
治
拾
遺
物
議
巴
堕
同
)
と
あ
っ

た
)
、
既
成
の
も
の
と
は
幾
分
こ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く

で
あ
る
(
「
吉
備
大
臣
七
佐
法
王
之
遺
習
伝
者
也
。
」
　
の
文
言
が
見
え
、

晴
明
『
占
事
略
決
』
に
所
見
の
「
四
課
三
伝
」
　
の
語
を
引
用
し
、
「
宿

曜
地
判
経
」
の
名
を
出
す
『
新
猿
楽
記
』
「
十
君
夫
・
陰
陽
先
生
賀
茂

遺
世
」
条
は
、
晴
明
の
陰
陽
言
説
を
い
く
ら
か
伝
え
た
も
の
か
)
。

■

　

お

　

わ

　

り

　

に

ケ
ガ
レ
観
の
広
が
り
を
背
景
に
、
公
家
・
貴
顕
が
陰
陽
言
説
を
主
体

化
し
て
語
り
出
す
事
態
の
な
か
、
陰
陽
道
家
の
存
亡
を
か
け
て
あ
ら
た

な
言
説
を
創
造
し
て
い
く
晴
明
。
「
(
陰
陽
)
遺
之
傑
出
者
」
「
陰
陽
達

者
」
は
そ
う
し
た
晴
明
に
与
え
ら
れ
た
称
号
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
た

だ
し
、
そ
れ
が
「
遺
」
　
の
繁
昌
を
思
っ
て
の
と
い
う
ば
か
り
で
な
か
っ

た
こ
と
は
、
『
続
古
事
談
』
話
に
み
る
、
光
栄
と
の
相
論
に
う
か
が
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
保
意
嫡
子
光
栄
に
む
か
っ
て
「
保
憲
ガ
ト
キ
、
光

栄
ヲ
バ
前
こ
イ
ダ
ス
コ
ト
ナ
シ
」
と
述
べ
、
お
そ
ら
く
は
光
栄
の
『
百

家
集
』
相
伝
を
知
り
な
が
ら
「
百
家
集
、
我
ニ
ッ
タ
フ
。
光
栄
ニ
ハ
ッ

タ
へ
ズ
。
コ
レ
、
ソ
ノ
証
也
」
と
挑
発
す
る
晴
明
。
そ
の
一
々
を
否
定

す
る
光
栄
。
し
か
し
晴
明
が
真
に
相
手
に
し
て
い
る
の
は
光
栄
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
無
謀
な
発
言
が
力
を
も
つ
の
は
陰
陽
道
家

の
内
部
で
は
な
く
、
た
ぶ
ん
そ
の
外
側
、
つ
ま
り
保
憲
-
光
栄
(
「
一

道
之
長
」
前
引
『
権
記
』
)
　
の
嫡
子
相
伝
を
う
た
が
わ
な
い
公
家
・
貴
顕

に
対
し
て
の
こ
と
。
暗
明
は
そ
こ
に
「
保
意
ガ
ト
キ
…
…
」
「
百
家
集
、

我
ニ
ッ
タ
フ
…
…
」
　
の
言
葉
を
な
げ
こ
む
こ
と
で
亀
裂
を
作
り
出
し
、

保
意
流
陰
陽
術
法
の
正
統
相
伝
者
が
保
憲
息
・
光
栄
な
ら
ぬ
自
分
だ
と

し
て
、
自
ら
の
位
置
ど
り
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
見

た
よ
う
な
、
自
家
陰
陽
言
説
の
場
に
賀
茂
陰
陽
道
家
の
祖
・
吉
備
真
備

を
担
ぎ
出
す
の
も
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
　
(
『
三
国
柏
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伝
陰
陽
斬
轄
童
基
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』
が
「
(
天
文
/
司
郎
)
安
倍
博
士
(
吉

備
/
后
胤
)
活
明
朝
臣
撰
」
と
さ
れ
る
の
は
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
。
な
お
『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
四
の
陰
陽
道
列
伝
で
も
光
栄
は
排
除
さ
れ
、
列
伝
冒
頭
第
1
3

話
の
は
じ
め
に
晴
明
八
代
の
祖
・
御
主
人
の
兄
益
麻
呂
の
曽
孫
「
安
倍
安
仁
」

の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
)
。

外
部
に
む
け
て
な
さ
れ
る
、
〝
保
意
流
陰
陽
道
の
正
統
相
伝
者
″
と

の
自
己
言
明
。
そ
こ
に
は
彼
自
身
に
よ
る
話
題
創
作
や
改
作
話
題
も
加

え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
(
『
今
昔
物
語
集
』
二
四
1
7
「
保
憲
晴
明
共
占
覆

物
語
」
(
=
欠
講
)
は
題
名
か
ら
推
し
て
『
朝
野
群
載
』
一
五
陰
陽
道
に
所
見
の

忠
行
が
匝
中
の
水
晶
念
珠
を
推
し
た
話
題
に
近
い
。
な
お
暗
明
「
占
覆
物
」
話

題
は
長
門
本
『
平
家
物
玉
巴
五
「
中
宮
御
産
事
」
段
に
も
見
え
る
)
。
自
己
像

確
保
の
欲
望
に
ね
ぎ
す
こ
う
し
た
自
己
語
り
は
、
『
中
右
記
』
寛
治
8

年
1
1
月
2
日
条
所
引
の
「
蔵
人
信
経
私
記
」
長
徳
3
年
5
月
2
4
日
条
逸

文
に
も
う
か
が
え
る
。
召
さ
れ
て
「
宜
陽
殿
御
剣
等
事
」
を
問
わ
れ
た

7
7
歳
の
晴
明
は
「
件
御
剣
三
十
四
柄
也
。
去
天
徳
内
裏
焼
亡
之
日
、
皆

悉
焼
損
。
晴
明
為
天
文
得
業
生
之
時
、
奉
宣
旨
進
勘
文
、
所
令
作
也
。

…
…
」
と
往
時
の
自
己
を
語
り
は
じ
め
る
。
か
か
る
大
事
の
勘
間
宣
旨

が
得
業
生
に
下
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
疑
え
ば
疑
え
そ
う
な
話
題
だ

が
、
真
偽
は
と
も
か
く
.
、
こ
の
自
己
語
り
は
、
村
上
朝
に
重
き
を
な
し

た
晴
明
像
を
、
確
実
に
長
徳
3
年
の
聞
き
手
の
う
ち
に
刻
印
し
て
い
っ

た
は
ず
だ
(
『
中
右
記
』
同
日
条
に
よ
れ
ば
、
「
明
法
博
士
允
亮
所
抄
政
事
要
略
」

に
は
「
天
徳
内
裏
焼
亡
時
、
陰
陽
師
晴
明
奉
勅
命
、
作
営
之
由
」
の
「
一
本
書
」

が
あ
っ
た
と
い
う
)
。

「
術
法
ノ
者
」
に
し
て
「
才
学
ハ
優
長
ナ
ラ
」
ぬ
晴
明
は
、
こ
う
し
て

「
も
の
よ
く
言
ふ
陰
陽
師
」
と
し
て
、
一
方
で
吉
備
真
備
の
神
話
化
を

も
っ
て
し
た
(
「
衛
法
」
本
位
の
)
あ
ら
た
な
陰
陽
言
説
、
そ
れ
を
支
え

る
謡
言
説
糾
合
整
理
の
あ
ら
た
な
「
才
学
」
(
本
文
)
を
用
意
し
、
他

方
、
自
己
語
り
に
よ
る
自
ら
の
神
話
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
は
か
る

こ
と
で
、
宗
家
を
呑
み
込
む
陰
陽
道
家
「
暗
明
一
家
」
　
の
創
設
を
企
て

た
か
の
よ
う
だ
。
禄
を
も
と
め
て
公
家
・
貴
顕
に
迎
合
・
阿
訣
追
従
す

る
仮
面
の
下
に
は
、
も
う
一
面
、
し
た
た
か
な
仮
面
も
潜
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
個
の
存
在
性
は
現

代
に
も
見
う
け
ら
れ
る
し
、
古
典
世
界
に
も
自
己
語
り
す
る
人
々
(
清

少
納
言
や
大
江
匡
房
な
ど
)
に
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
驚
く
ま

で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

〔
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
　
広
島
大
学
大
学
院
助
教
授
)
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